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され､ ドー プされる高分子濃度が増大すると､最終的にはラメラ膜が不安定化 し､相分離する
ことが報告されている【1】｡本研究ではラメラ膜間に屈曲性高分子の代わりに剛体コロイド粒子





ス ト高分子としてポリエチレンオキサイ ド (分子量 70,000Rg～100Å)､またゲス トコロイ ド




























で表す事ができる｡ この表現は観察された分子膜+コロイ ド粒子複合系の膜挙動を非常に良 く
表す事が明らかとなった｡
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図1 ラメラ状分子膜+高分子複合系の散乱曲線の変化 図2 ラメラ状分子膜+コロイド粒子複合系の散乱曲
線の変化
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